
 

 

 

２０２０年５月１１日 

ＢＡＮ－ＢＡＮネットワークス株式会社 

阪神ケーブルエンジニアリング株式会社 

加古川市とＢＡＮ－ＢＡＮネットワークス、阪神ケーブルエンジニアリングが 

加古川市情報通信技術を活用したまちづくりに関する協定 

を締結しました 

加古川市、ＢＡＮ－ＢＡＮネットワークス株式会社（本社：兵庫県加古川市、社

長：古庄恵浩）および阪神ケーブルエンジニアリング株式会社（本社：兵庫県西宮

市、社長：藤井啓詳）は、地域ＢＷＡ（※）を活用したまちづくりに関する協定を

締結しました。 

ＢＡＮ－ＢＡＮネットワークスは、２０１７年３月に地域ＢＷＡの無線局免許を

近畿総合通信局から交付を受け、加古川市の河川監視カメラ映像提供のバックアッ

プ回線、河川情報システムのデータ通信回線など、地域ＢＷＡを活用した通信サー

ビスを提供しています。 

阪神ケーブルエンジニアリングは、２０１５年に地域ＢＷＡセンターを開設し、

ＢＡＮ－ＢＡＮネットワークスをはじめ国内５５社が同センターを利用して、地域

ＢＷＡサービスを提供しています。 

今後、加古川市が計画している地域ＢＷＡを活用した次の事業の実施に向けて、

協働で取り組んでまいります。 

 

【協働で取り組む事業内容】 

• 安全・安心のまちづくりに寄与する事業 

• 魅力的な教育環境を整備する事業 

• その他、スマートシティを実現する事業 

  



 

 

（※）「地域ＢＷＡ」とは 

・地域ＢＷＡ（Broadband Wireless Access：広帯域移動無線アクセス）は、携帯電話（ＬＴＥ）

と同等の通信速度を有する高速無線通信の一種であり、通信事業者が、市町村の区域ごとに総務

省から免許を得たうえで基地局を整備し、通信サービスの提供に利用することができるものです。 

・地域ＢＷＡは、携帯電話と同等の通信品質に加え、地域ごとのニーズに対応できるネットワー

ク設計の自由度の高さと、柔軟な通信サービスを提供できることを強みとしています。 

・国が定める本制度では、地域ＢＷＡを商用目的だけでなく、地域における公共の福祉の増進に寄与

する利用にも供することを免許の条件としています。このため、事業者が総務省に免許申請を行う

ためには、あらかじめ市町村の同意を得ることが要件とされており、また、複数の事業者が競合す

る場合には、市町村において地域への貢献度を比較し、事業者を選定することとされています。 

（参考）総務省「地域ＢＷＡ制度の概要」 

https://www.tele.soumu.go.jp/resource/j/system/ml/area_bwa/002.pdf 

 

１．ＢＡＮ－ＢＡＮネットワークスについて 

（１）商号 ＢＡＮ－ＢＡＮネットワークス株式会社 

（２）本店所在地 兵庫県加古川市加古川町粟津２６－２ 

（３）代表者 代表取締役社長 古庄 恵浩 

（４）事業内容 ケーブルテレビ事業、電気通信事業、コミュニティＦＭ事業 

（５）事業区域 加古川市、高砂市、加古郡稲美町、加古郡播磨町 

（６）資本金 ６８０百万円 

（７）設立年月日 ２００３年１０月 

（８）従業員数 ５９名 

（９）加入状況（２０１９年１０月現在） 

ケーブルテレビ ２５，２３９世帯 

インターネット １０，９８５世帯 

電話 １５，１０２世帯 

２．阪神ケーブルエンジニアリングについて 

（１）商号 阪神ケーブルエンジニアリング株式会社 

（２）本店所在地 兵庫県西宮市上鳴尾町２７－１１ 

（３）代表者 代表取締役社長 藤井 啓詳 

（４）事業内容 電気通信事業（地域ＢＷＡ事業、光ファイバ賃貸事業）、 

登録検査等事業、建設業(電気通信工事、電気工事) 

（５）営業所 本店、神戸営業所、大阪営業所、横浜営業所 

（６）資本金 ５０百万円 

（７）設立年月日 ２００９年９月 

（８）従業員数 ９２名 



 

 

３．阪急阪神グループの地域ＢＷＡエリア 

阪急阪神グループ会社では、京阪神２１自治体（下記の地図参照）におい

て、地域ＢＷＡの免許を取得または取得予定です。 

 

 
地図の引用：CraftMAP（http://www.craftmap.box-i.net/）
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